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ミオンなかさと、200万人！！

　2月24日（日）、ミオンなかさとの来客数が200万人

を超えました。

　200万人目のお客さんには、花束と記念品が贈ら

れ、館内は拍手に包まれました。

　（詳しくは『なかさとウォッチング』で）
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配
偶
者
か
ら
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
て
い
て
も
、

周
囲
に
は
「
夫
婦
間
の
こ
と
」
と
し
て
片
づ

け
ら
れ
て
し
ま
う
f
か
つ
て
は
そ
ん
な
風

潮
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
に
女
性
の

場
合
、
夫
か
ら
命
に
か
か
わ
る
暴
行
を
受
け

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
の
社
会
的
な
解

決
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
四
月

一
日
か
ら
は
各
都
道
府
県
の
「
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
、
被
害
を
受
け
て
い
る
方
々
の
救
済
に
当

た
り
ま
す
。

多　
　
　
く
の
女
性
が
、
い
ま
も
夫
か
ら
の
暴

　
　
　
力
に
傷
つ
き
、
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

命
に
か
か
わ
る
暴
行
を
受
け
続
け
て
い
る
ケ

ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
暴
力
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
て
も
決

し
て
許
さ
れ
な
い
犯
罪
で
あ
り
、
人
権
を
踏

み
に
じ
る
行
為
で
す
。
し
か
し
、
当
事
者
が

配
偶
者
同
士
で
あ
る
場
合
、
周
囲
の
人
か
ら

「
夫
婦
間
の
こ
と
」
「
夫
婦
げ
ん
か
」
程
度
と

し
か
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
被

害
は
潜
在
し
が
ち
で
す
。
暴
行
を
受
け
て
い

る
女
性
本
人
も
、
思
い
こ
み
や
恐
怖
感
な
ど

に
と
ら
わ
れ
て
、
状
況
を
変
え
ら
れ
な
い
で

い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
昨
年

十
月
十
三
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
の
が
「
配
偶

者
暴
力
防
止
法
」
（
・
）
で
す
。
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
の
間
題
を
総
合
的
に
規
定
し
た
日
本

で
初
め
て
の
法
律
で
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

に
つ
い
て
の
通
報
、
相
談
、
保
護
、
自
立
支

援
な
ど
社
会
的
な
体
制
の
整
備
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
（
・
正
式
名
は
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
）

罰
験
偶
者
か
ら
暴
力
を
受
け
て
い
る
方
は
、

需
闘
調
各
都
道
府
県
が
設
置
し
て
い
る
婦
人

相
談
所
や
警
察
署
な
ど
で
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
関
係
機
関
は
、
法
律

に
基
づ
い
て
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
一
時
保
護
」
と
い
う
制
度
に

よ
り
、
被
害
者
の
求
め
に
応
じ
て
避
難
所
（
シ

ェ
ル
タ
ー
）
を
提
供
を
し
た
り
、
被
害
者
の

申
し
立
て
を
受
け
て
裁
判
所
が
「
保
護
命
令
」

（
加
害
者
に
対
し
被
害
者
へ
の
「
接
近
禁
止
」

や
住
居
か
ら
の
「
退
去
」
を
命
令
す
る
）
を

発
し
た
り
す
る
制
度
が
新
し
く
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
「
保
護
命
令
」
に
違
反
し
た
加
害

者
に
は
、
刑
事
罰
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
「
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」
で
は
、
都
道
府

県
の
婦
人
相
談
所
な
ど
の
施
設
に
お
い
て
「
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
を

果
た
す
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
今
年
四
月
一

日
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
身
体
的
な
暴

力
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
な
暴
力
に
つ
い
て

の
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
被
害
者
の
一

時
的
な
保
護
、
各
種
情
報
の
提
供
な
ど
を
行

い
ま
す
。

も　
　
　
し
、
あ
な
た
が
今
、
夫
か
ら
暴
力
を

　
　
　
受
け
て
い
る
の
な
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
最
寄
り
の
相
談
機
関
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が
、
あ
な
た
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
身
の
安
全
に
配
慮
し
た
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
相
談
機
関
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
都
道
府
県
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●男女問における暴力に関する調査

○命の危険を感じるくらいの暴行を受けたことがある
　　　　　　　　＿＿＿＿＿．＿．＿＿＿＿＿．．＿．＿＿…4．6％

○医師の治療が必要となる程度の暴行を受けたことがある
　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿．。＿＿＿＿＿．＿．＿……・4．0％

○医師の治療が必要とならない程度の暴行を受けたことがある
　　　　　　　　．．．．．．．…＿＿＿＿＿．．＿・…＿…＿＿・．14－1％

○あなたがいやがっているのに

　性的な行為を強要されたことがある
　一…・……＿＿・・……一………・…＿17－7％

　　　　　＜平成12年2月　総理府（現内閣府〉＞

多
く
の
女
性
が

夫
か
ら
暴
力
を

受
け
て
い
ま
す
。

●配偶者間における刑法犯検挙件数の
　うち女性が被害者となった事件の割合

暴行…………97．6％（127件中124件）

傷害…………94．4％（888件中838件）

殺人・…一一68、0％（197件中134件〉

　　　　　　　＜平成12年　警察庁統計＞



被害者を保護
するまでの流れ

騨
、
畠

製
唾，

配

　
ゆ

（
．
、

じ

四

警 畢
察

畢

申立書の作成

　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　配偶者暴力　　i　　　　　　三
相談支援センターi婦人相談所i
　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

夫（加害者〉の検挙、

指導・警告など 墨

畢

地方裁判所

　　　　一時保護
（民間シェルター等に委託する場合あり）

趣保護命令」発令

夫（加害者）に対して
「妻に近づいてはいけない」

　　　という命令

命令に違反すれば、1年以下の

懲役または100万円以下の罰金

　いろいろな機関で相談に応じ

ています。

　各都道府県の配偶者暴力相談

支援センター（婦人相談所など）

で相談を受け付けています。殴

る蹴るなどの暴力のほか、言葉

の暴力、脅す、無視するなどの

心理的な圧迫についての相談に

も応じます。

　また、警察では被害者の意思

を踏まえて、夫（加害者）の検

挙、指導・警告、自衛や対応策

などについての情報提供などの

役割を果たします。このほかの

相談先として、地域の人権擁護

機関、市町村の相談窓口、民間

のシェルターなどがあります。

すぐに夫から逃れたい場合に

利用できます。

各都道府県の婦人相談所が窓

口になっています。暴力の被害

を受けた女性が、体一つで逃げ

込むことができ、子どもがいる

方はお子さんと一緒にしばらく

安全に生活することができます。

夫が近寄らないように命令を

出します。

　暴力によって生命や身体に重

大な危害を受けるおそれがある

場合、裁判所に申し立てること

で、夫に対して次のような命令

が出されます。

①接近禁止命令…　妻の身辺に

つきまとったり、妻の住居や勤

務先などの近くをはいかいした

りすることを、6か月間禁止し

ます。

②退去命令…　夫に、同居して

いる家から一時的（2週間）に

出て行くことを命令します。

保護命令に違反すると、1年

以下の懲役または100万円以
下の罰金が科せられます。

3 広報なかさと 平成14年3月10日



齢
繕

難

鍵謙灘

議
馨
鋸

　
2
月
2
1
日
㈲
、
役
場
議
場
で
、
村

内
の
各
団
体
・
各
層
の
2
1
名
の
方
々

と
村
長
が
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
村
長
は
懇
談
会
の
主
旨
と
、

市
町
村
合
併
に
関
し
て
県
が
示
し
た

合
併
等
や
、
周
辺
市
町
の
対
応
、
状

況
等
を
説
明
し
、
そ
の
後
参
加
者
か

ら
現
状
で
の
発
展
を
望
む
声
や
合
併

に
対
す
る
不
安
、
将
来
を
考
え
た
場

合
、
合
併
や
む
な
し
と
い
っ
た
推
進

賛
成
等
、
様
々
な
意
見
が
交
換
さ
れ

ま
し
た
。

　
村
で
は
今
後
地
区
別
懇
談
会
等
も

計
画
し
、
市
町
村
合
併
や
村
政
に
対

し
て
意
見
を
反
映
さ
せ
、
村
の
方
向

を
決
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
2
月
2
4
日
㈲
、
『
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
』

が
来
場
者
数
2
0
0
万
人
を
達
成
し

ま
し
た
。

　
2
0
0
万
人
目
の
利
用
者
は
、
金

子
友
望
さ
ん
（
n
歳
十
日
町
市
）
で
、

い
つ
も
と
は
違
う
雰
囲
気
に
緊
張
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
金
子
さ
ん
は
、
ほ
ぼ
毎
日
ご
家
族

と
一
緒
に
『
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
』
を

利
用
し
て
い
る
ら
し
く
、
こ
の
日
も

祖
父
母
と
妹
の
4
人
で
訪
れ
た
と
こ

ろ
で
し
た
。

　
金
子
さ
ん
に
は
、
記
念
品
と
し
て
、

ミ
オ
ン
な
か
さ
と
・
ゆ
く
ら
妻
有
・

ラ
ピ
ー
ヌ
雪
街
道
で
利
用
で
き
る
食

事
券
1
万
円
分
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
子
さ
ん
の
前
後
の
利
用

者
、
広
川
誠
さ
ん
（
36
歳
小
千
谷
市
）

・
柳
ス
ミ
子
さ
ん
（
5
5
歳
十
日
町
市
）

に
も
、
同
食
事
券
5
千
円
分
が
贈
ら

れ
、
突
然
の
幸
福
に
驚
き
、
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
で
は
、
2
0
0

万
人
達
成
を
期
に
、
さ
ら
に
お
客
さ

ん
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

露
天
風
呂
池
周
り
の
緑
化
整
備
、
駐

車
場
や
食
事
処
『
越
後
』
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
く
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
『
2
0
0
万
人
の
軌
跡
』
と

銘
打
ち
、
開
業
時
か
ら
の
写
真
展
を

3
月
2
4
日
㈲
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
3
月
1
日
團
、
中
里
村
交
通
安
全

協
会
か
ら
、
子
ど
も
達
の
交
通
安
全

に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
、
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
と
傘
60
ヶ
が
教
育
委

員
会
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
、

傘
は
、
雨
水
の
侵
入
を
防
ぐ
だ
け
で

な
く
、
暗
い
夕
方
や
雨
の
日
等
で
も
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
た
ち
が
認
識
し
や

す
い
よ
う
に
、
黄
色
で
統
一
さ
れ
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
安
全
の
た
め
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、

子
供
た
ち
の
通
学
路
や
遊
び
そ
う
な

場
所
等
、
運
転
を
す
る
と
き
、
ま
た

し
な
い
と
き
で
も
、
交
通
事
故
の
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
よ
う
。

灘

灘
　　　　　　　　　　　　　　　蟻　　　　　　　　　　　　　　黙　　　　　　　　　　　　禦　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　鐡　　　　　　　　　灘
　　　　　　嘱　　　　　　騨

　　　繋　　蟹獺
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平
成
9
年
か
ら
据
え
置
き
と
な
っ

て
い
た
特
別
職
給
与
に
つ
い
て
、
地

域
の
状
況
を
考
慮
し
、
4
月
か
ら
向

こ
う
2
年
間
、
村
長
、
助
役
、
収
入

役
、
教
育
長
の
給
与
を
引
下
げ
る
こ

と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
村
長
　
五
・
一
二
％
減

　
七
十
万
四
千
円
（
三
万
八
千
円
減
）

　
　
　
（
現
行
　
七
十
四
万
二
千
円
）

・
助
役
　
三
・
一
二
％
減

　
五
十
五
万
九
千
円
（
一
万
八
千
円
減
）

　
　
　
（
現
行
　
五
十
七
万
七
千
円
）

・
収
入
役
　
三
二
％
減

　
五
十
三
万
一
千
円
（
一
万
七
千
円
減
）

　
　
　
（
現
行
　
五
十
四
万
八
千
円
）

・
教
育
長
　
二
・
九
六
％
減

　
四
十
九
万
一
千
円
（
一
万
五
千
円
減
）

　
　
　
　
（
現
行
　
五
十
万
六
千
円
）

　
こ
の
引
下
げ
で
年
間
約
百
四
十
万

六
千
円
、
2
年
間
で
は
二
百
八
十
万

円
の
給
与
削
減
と
な
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　足　　　　　　　　　　　　　　不　　　　　　　　　　　　が　　　　　　　　　　液　　　　　　　　血　　　　　　ほ　　　　間　　期冬

平日のルーム献血に

　　　ご協力をお願いします。

◆受付時間9：30～17：00

きたまち献血ノし一ム
ジ　鵡．

ヤ繍　灘醗
ス　案亀

譲．、．欝露

蛋

～　　　　蝦
瓢　獺

餐
翻
駅
、
、

　1　　　鴇

黙讐るトア　機．，魏L盤

麟謹『響嚢墜繋騨響

灘

籔蝶誕、識
縷鐵ク網　　…講、
購膿馨霧難，，分l
l．i麟　　一…㎜隅｝

i熱轟，繁
翻／…欝ミ鐵…繋

鞭輸総麹

．
議
購
購
辮

唖
，

　　雛鱗，馨》簸一ム

隊灘

　
．
馨
懸
撚
翼
縷
翻
響
轡

隷
輔
、

こ
ん
な
季
節
料
環
磯
い
か
が
で
す
か

◆
作
り
方

①
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
皮
を
む
き
、
4
5
5
㎝
の
4
㎝
弱
の
厚
さ
に
切
る
。

②
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
は
し
が
通
る
ま
で
蒸
す
。
・

③
蒸
し
上
が
る
頃
、
湯
を
計
っ
て
お
き
、
ソ
ー
ダ
を
ー
カ
ッ
プ
位
の
ぬ
る

　
ま
湯
で
と
い
て
お
＜
。
と
け
な
い
時
は
湯
せ
ん
す
る
。

④
コ
ン
ニ
ャ
ク
と
計
っ
て
お
い
た
お
湯
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
。
コ
ン
ニ

　
ャ
ク
が
な
め
ら
か
に
な
っ
た
ら
ナ
ベ
（
ボ
ー
ル
）
に
入
れ
る
。
こ
の
時
お

　
湯
を
全
部
使
わ
ず
残
し
、
ミ
キ
サ
ー
の
掃
除
に
お
湯
だ
け
入
れ
ま
わ
す
。

⑤
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
お
湯
を
全
部
ナ
ベ
に
入
れ
手
で
よ
く
練
る
。

⑥
ソ
ー
ダ
水
を
少
し
残
す
よ
う
に
数
回
に
パ
刀
け
て
入
れ
、
よ
く
練
り
混
ぜ

　
る
。
（
一
気
に
入
れ
る
と
分
離
し
ま
と
ま
ら
な
く
な
る
の
で
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
）

⑦
バ
ッ
ト
に
ソ
ー
ダ
水
を
少
し
入
れ
回
し
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
入
れ
、
残
り

　
の
ソ
ー
ダ
水
を
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
上
に
入
れ
、
表
面
を
な
で
る
。
こ
の
時

　
ナ
ベ
の
中
に
入
れ
た
ま
ま
固
め
て
も
良
い
で
す
。
そ
の
場
ム
ロ
は
上
に
ソ

　
ー
ダ
水
を
入
れ
て
な
で
る
。
さ
ら
に
ナ
ベ
の
周
り
を
な
ぞ
り
、
ソ
ー
ダ

　
水
を
め
ぐ
ら
せ
る
。

⑧
2
5
3
時
間
そ
の
ま
ま
に
し
、
適
当
に
切
り
、
2
～
3
0
分
間
ゆ
で
る
。

　
そ
の
後
水
を
替
え
、
2
回
位
ア
ク
ぬ
き
を
し
て
お
く
。
食
べ
る
と
き
に

　
ア
ク
ぬ
き
し
て
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

こ
ぶ
し
会

井
之
川
和
子
さ
ん
（
如
来
寺
）

★
＃
之
川
さ
ん
か
ら

　
ワ
ン
ホ
一
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

●
よ
く
練
る
ほ
ど
お
い
し
い
コ
ン
ニ

　
ャ
ク
が
で
き
ま
す
。
時
間
の
あ
る

　
時
は
、
2
～
3
時
間
そ
の
ま
ま
に

　
し
、
ま
た
練
る
と
良
い
で
す
。

◆
孝
作
り
コ
ン
ニ
や
ク
」

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
＝
目

●
素
朴
で
、
シ
コ
シ
コ
感
の
強
い
コ

　
ン
ニ
ャ
ク
に
な
り
ま
す
。
是
非
お

　
た
め
し
く
だ
さ
い
。

◆
『
昔
な
つ
か
し
い

　
　
　
コ
ン
ニ
や
ク
」
の
材
科

・
コ
ン
ニ
ャ
ク
玉
…
…
…
…
4
㎏

・
湯
（
ぬ
る
ま
湯
）
…
…
…
…
4
2

・
ソ
ー
ダ
…
…
…
…
…
…
－
・
4
0
9
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、国． 、、金． 、

◎国民年金保険料の納め忘れはありませんか？

　平成13年度も最後の月を迎え、年度の区切りとして未納月分の保険料納入をお願いします。

　当年度の保険料は、新年度になると村での取扱いができなくなり、自分自身で国に納める手続きが必要になります。

また、未納のまま新年度分の保険料納付となると、負担が過大となってきます。

　あなたの大切な年金権を確保するためにも、納め忘れの保険料をなくしましょう．

◎国民年金保険料の引落日が変わります

　平成14年4月分より国民年金保険料の口座振替の取扱いが、市町村から社会保険庁になります。

◆引落日

　引落日は毎月の保険料の翌月末目となります．末目が土曜目、目曜目、祝祭目等で金融機関が休みの場合は、翌月

の最初の金融機関営業目になります。

納付

対象月

平成14年 平成15年

4月分 5月分 6月分 7月分 8月分 9月分 10月分 11月分 12月分 1月分 2月分 3月分

引落日
5／31 7／1 7／31 9／2 9／30 10／31 12／2 1／6 1／31 2／28 3／31 4／30

平成14年 平成15年

　なお、振替方法にr前納」を選択されている場合、納付期限のうち最初に到来する月の末日が引落目となります。

末目が土曜目、日曜目、祝祭目等で金融機関が休みの場合は、当該丹の最後の金融機関営業目が引落日となります。

納付対象月
平成14年4月分～3月分
　　　（1年前納）

平成14年4月分～9月分
　　（6ヶ月前納）

平成14年10月分～平成15年3月分
　　　　（6ヶ月前納）

引落日 平成14年4月30日 平成14年4月30日 平成14年10月31日

◆前納の振替

　振替方法が前納の場合は、毎年4月（1年前納ま左は6ヶ月前納）及び10月（6ヶ月前納）に振替を行います。な

お、特段の申し出がない限り、毎年、継続して振替を行うこととなります。

◆振替不能となった場合の取扱

　振替目に残高不足により振替できなかった場合は、翌月の振替目に当月分と合わせて2ヶ月分の振替を行います・

再振替により振替ができなかった場合には、納付書をお送りいたしますので、納付書により現金でお近くの金融機関

から納付してください。

　なお、前納が振替不能となった場合は、毎月の口座振替と同様に引き落としを行うこととなります・

◎国民年金保険料前納がお得です

　1年分または6ヶ月分をまとめて納めると保険料が割引されます。

　　・1年前納　　159，600円→156，770円　　　・6ヶ月前納　　79，800円→79，150円

◆申込み方法

・口座振替の方……振替口座の金融機関で3月29目團までに申込みください．4月30目㈹に振替します・

・現金納付の方……社会保険庁より郵送される前納用の納付書で4月30日ψ℃までに金融機関で納付してください・

※なお、前納保険料は、4月30日㈹を過ぎると取扱いできませんので、注意してください。

※口座振替の方は、一度手続きすると毎年度前納扱いとなります。

◆詳しくは、役場民生課国民年金係に問合せください。
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かんき5 耀5

5圓か5ペツト蹴トル自色トレイ鰯捌収轍繊購霧り講，

ペットボトル

舎鰯マこ灘麟総等・
　×洗剤、シャンプー、食用油、ソース、ドレッシ

　ングの容器は「燃えるごみ。に出してください。

白色トレイ

○両面が真っ白で皿状のトレイが対象です。

×カップ麺や納豆の容器、色柄のある物、透明な発砲

　スチロールは「燃えるごみ。に出してください。

◆出し方

○ペットボトル

　1．マークのあるボトルであること。2．キャップをはずす。3．ラベルをはずす。4．中をサッと洗う。

　5．軽くつぶす。

o白色トレイ…両面真っ白な皿状のもので両面の汚れを洗いおとす。

　以上のことに注意し毎月一回「ペットボトル・白色トレイ」の日にゴミステーションに出します。

　ゴミステーションにネットが配布されていますので、そのネットにペットボトル・白色トレイをそれぞれ入れてく

ださい。（運んでいった袋から出してネットに入れてください。白色トレイに輪ゴム等もつけないでください。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（
分別はきちんとお願い嚇なお・こ1じかどうか分らな吻につ凧ごみとして出してくださレ㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　　PET
◆ペットボトルの生まれ変わり

　使用済ペットボトルが回収され、様々な再利用にペットボトルは生まれ変わっています。

　　①皆さんより異物を取って洗浄され、分別収集に出される。

　　②色別に分けられる。

　　③粉々に砕かれフレーク洗浄される．

　　④比重分類され、リンス洗浄等経て、ペレット化（P　ETフレーク）にする．

　⑤繊維・シート・バンド・ボトル等に製造される。

　制服・作業服・ポロシャツ・帽子・リュック・手袋・軍手・鉛筆・モップ・マット・シート・ごみ箱・はさみ・ボ

ールペン・買い物袋・ナイロン紐

PETボトル
　再利用品

このマークが再利用品についております。

このマークを目印に皆さんの積極的なご利用をお願いします。

7 広報なかさ1と 平成14年3月10日



信
⑫
㎜

大
地
の
芸
術
祭
事
業
方
針
決
定
1
露
副
編
）

製
備
ア
劃
卜
侮
量

　
づ
《
り
那
鎗
鶉
り
義
ず

第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
、
平

成
14
年
度
の
事
業
計
画
が
決
ま
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
住
民
と
協
働
し

た
一
部
の
ア
ー
ト
作
品
造
り
が
進
め

ら
れ
ま
す
。
今
年
度
の
目
標
は
、
1
。

住
民
参
加
機
会
の
積
極
的
な
創
出

2
。
国
際
的
な
展
開
を
含
め
た
広
報

誘
致
活
動
の
充
実
　
3
。
会
期
運
営

を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
た
め
の
準
備
活

動
を
中
心
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
で
は
、
地
域
推
進
組
織
づ
く
り

♂

”

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
お
カ
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

、
、
灘
羅
鰯
構
畷
囎
，
，
、
ー
、

13

年
度
に
引
き
続
き
作
家
が
越
後
妻

有
に
お
い
で
に
な
り
、
一
部
の
作
品

制
作
活
動
や
自
然
と
一
体
と
な
る
作

品
の
構
想
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

越
後
妻
有
の
あ
ち
こ
ち
で
、
ア
ー
チ

ス
ト
と
出
会
う
機
会
が
増
え
ま
す
の

で
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
作
品
造
り
に
当
っ
て
は
、

地
元
集
落
と
の
話
し
合
い
や
協
働
作

業
を
中
心
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

25解罰”α”

πe‘配α‘e

よ
り
地
元
住
民
が
作
品
づ
く
り
に
か

か
わ
れ
る
よ
う
に
作
品
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ー
チ
ス
ト
と
の
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。
ア
ー
チ
ス
ト

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
作
品
づ
く

り
に
努
め
ま
す
．

大
地
の
芸
術
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
の
皆
様
が
自
主
的

に
行
う
協
賛
イ
ベ
ン
ト
が
と
て
も
大

切
で
す
．
第
2
回
目
の
大
地
の
芸
術

祭
に
当
っ
て
は
、
協
賛
イ
ベ
ン
ト
に

助
成
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
是
非
、
各
種
団
体
で
関
連
イ

ベ
ン
ト
の
構
想
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
．第

2
回
の
大
地
の
芸
術
祭
を
よ
り
効

率
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
各

市
町
村
推
進
組
織
と
広
報
部
等
の
専

門
各
部
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
姦

第
佑
回
黄
桜
の
丘
ま
？
力
短
激

驚
．
嚢
養
の
お
蟹
辮

「
第
1
6
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
㌧
を

4
月
2
9
日
㈲
の
み
ど
り
の
日
に

開
催
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
桜
ま
つ
り
の
中
で
行
わ
れ
る

短
歌
発
表
会
の
短
歌
を
只
今
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
募
集
頂
き

ま
し
た
短
歌
は
事
前
に
審
査
し
、
桜

ま
つ
り
の
当
日
に
入
賞
者
の
発
表
を

い
た
し
ま
す
。

◆
課
　
題

　
「
黄
桜
」
「
信
濃
川
」
「
春
近
し
」

◆
募
集
方
法

・
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

　
齢
を
記
入
の
事
。

・
1
人
3
首
以
内
と
し
、
未
発
表
作

　
品
に
限
る
。

◆
宛
　
先
　
〒
9
4
9
i
8
4
9
2

　
中
里
村
大
字
田
沢
己
2
1
3
3

　
中
里
村
役
場
企
画
観
光
課
内

　
　
中
里
村
観
光
協
会
黄
桜
短
歌
係

◆
選
　
者

　
柳
照
雄
・
小
海
ヨ
ネ
子
　
先
生

◆
締
切
日

　
3
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
発
　
表
　
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り

　
（
4
月
2
9
日
）
に
て
発
表

◆
表
　
彰
　
・
中
里
村
長
賞

・
中
里
村
観
光
協
会
長
賞

・
中
里
村
商
工
会
長
賞
　
等

◆
問
合
せ
先
　
中
里
村
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
E
6
3
1
3
1
6
8

平成13年璽月の入．麹繍果
垂灘甜難…雛…／ii，ミ蕪／ 難毒難i 毒韓…i霧毒…難，嚢ii嚢… ミ／…／…講／ii灘、／…／i蕃ii／蓬…iき／…i

特定環境保全公共下水道事業第13。1号管渠実施計

画設計委託
堀之内 4，725，000円

中日本建設

コンサルタント㈱

特定環境保全公共下水道事業第13－1号管渠実施計

画設計委託
宮　中 5，145，000円 株式会社十日町測量
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中
里
作
品
設
置
7
0
曇
ぞ
民
岱
の

　
よ
こ
が
お

、

鑛
鍵
藤
懸
務
灘
騰
難
講
耀

様
々
な
展
賢
饗
懇
繕
躍
灘
灘

4
人
組
の
建
築
家

　
松
永
英
伸
、
棚
橋
国
年
彦
、
設
楽

壮
一
、
金
子
友
美
の
建
築
家
4
人
に

よ
り
、
1
9
9
7
年
㈲
一
級
建
築
士

事
務
所
ク
リ
ッ
プ
を
共
同
設
立
し
、

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
芝
浦

工
業
大
学
大
宮
校
舎
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

〉
①
回
転
す
る
振
動
体

⑫

や
個
人
住
宅
の
建
築
設
計
、
イ
ン
テ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
様
々
な
設
計
コ
ン
ペ
の
受
賞
歴

も
多
く
、
美
術
家
が
参
加
す
る
公
募

展
に
参
加
し
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い

ま
す
。

現
代
バ
⑳
叢
繊
饗
諜
馨
灘
籔

の
半
円
で
表
現

　
　
　
　
　
1
9
9
7
年
「
ジ
ャ
パ

　
　
　
　
ン
ァ
ー
ト
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」

　
　
　
　
と
い
う
公
募
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
し
た
作
品
「
回

転
す
る
振
動
体
」
①
は
、

中
心
を
同
じ
く
す
る
4
重

の
半
円
が
互
い
に
向
き
合

い
そ
れ
ぞ
れ
が
反
対
の
往

復
運
動
を
す
る
も
の
で
、

そ
の
内
部
で
の
体
験
は
、

ま
さ
に
建
築
と
美
術
の
見

事
な
融
合
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
し
た
。
上
か
ら
見

る
と
同
心
円
を
半
分
に
し

た
形
状
の
構
造
物
が
対
に

な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
反

対
方
向
に
ゆ
っ
く
り
と
往

復
運
動
し
、
な
お
か
つ
全

▲②峡谷の燈籠

る
構
造
体
の
内
部
は
2
階
建
て
の
迷

路
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
入
る
と

方
向
感
覚
を
失
い
、
2
階
に
上
が
る

と
1
階
で
迷
っ
て
い
る
人
の
様
子
を

眺
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
も
の

で
す
。
常
に
変
化
し
つ
づ
け
る
現
代

の
様
相
と
、
溢
れ
る
情
報
の
中
で
方

向
感
覚
を
失
い
が
ち
な
現
代
人
の
あ

り
さ
ま
を
再
現
す
る
よ
う
な
作
品
で

し
た
。

ミ
オ
ン
燐
藻
懸
懸
灘
繕
蘭
戴
猟

体
が
回
転
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で

す
。
往
復
運
動
と
回
転
運
動
を
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
鐵
鰹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱗

》
③
河
岸
の
燈
籠

櫻

的
な
ト
イ
レ
を
設
諜

大
地
の
芸
術
祭
で
は
松
之
山
町
の
温

　鰻　諜羅繧
　　　縫　　灘　鑛糊鵜

泉
街
入
口
の
デ
ザ
イ
ン
（
ト

イ
レ
）
②
や
松
代
ス
テ
ー

ジ
等
に
関
わ
り
、
中
里
村

で
は
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
脇

に
「
河
岸
の
燈
籠
」
③
ト

イ
レ
を
設
計
し
ま
し
た
。

“
何
処
に
も
陰
の
な
い
開

放
的
な
ト
イ
レ
”
を
試
み
、

各
手
洗
い
場
所
か
ら
は
信

濃
川
へ
の
眺
望
が
確
保
さ

れ
て
お
り
、
夜
に
な
る
と

硝
子
壁
の
内
部
が
光
っ
て

ミ
オ
ン
の
森
を
背
景
に
「
燈

籠
」
と
し
て
現
れ
ま
す
．

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

蟄
携縫

題
警
嚢
O
覇
醐

【
書
名
・
著
者
名
な
ど
】

海
の
不
思
議
を
探
る
　
　
　
高
橋
健

わ
ら
う
ピ
エ
ロ
人
形
　
　
　
齋
藤
洋

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
和
子

ひ
げ
じ
い
さ
ん
航
海
記
　
　
森
下
研

ト
ム
の
ほ
ん
と
う
の
う
ち

　
　
　
　
ジ
ョ
ア
ン
・
リ
ン
ガ
ー
ド

光
の
子
が
お
り
て
き
た

　
　
　
　
　
ポ
ー
ラ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス

化
石
を
見
つ
け
た
少
女

　
　
　
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
ン

か
く
れ
ん
ぼ
こ
ろ
わ
ん
　
問
所
ひ
さ
こ

ご
ま
ひ
と
つ
ぶ
で
…
　
　
水
谷
章
三

え
か
き
う
た
　
ど
う
ぶ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
井
史
郎

お
さ
る
の
た
し
ざ
ん
　
か
す
や
な
み

う
さ
ぎ
の
ひ
き
ざ
ん
　
か
す
や
な
み

人
を
見
る
眼
先
を
見
る
眼
　
渡
邉
五
郎

ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
　
下
巻

　
　
　
　
　
ポ
ー
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

面
白
い
奴
ほ
ど
仕
事
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
総
一
朗

チ
ビ
の
お
見
合
い
　
　
　
　
室
井
滋

千
里
眼
／
運
命
の
暗
示
　
松
岡
圭
祐

ゲ
ル
マ
ン
紙
幣
一
億
円
　
渡
辺
房
男

都
の
西
北
貧
乏
荘
物
語
　
阿
部
牧
郎

ミ
ツ
ド
ナ
イ
ト
・
コ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
田
ロ
ラ
ン
デ
イ

だ
れ
で
も
で
き
る
科
学
手
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
邦
生

平成14年3月10日広報なかさ’と9



翻躍騒唖

⑨　
　
　
中

ー
僖

歳
男

q
二

ん
の

く
妻

　
夫

助
ん

　
さ

晃
美

田
和

　
久

山
敏

　ショベルカー、ブルトーザーなど

の重機が大好きな晃助くん。外にで

ては重機を眺め、お父さんと一緒に

運転席に乗れば．得意げになってよ

　
　
　
　
　
　
の

ル
大
を
乗
す
イ
ト
中

　
　
　
　
　
ま
　
　
　
の
ち
親
し
た

ヨ
機
重
席
び
し
ミ
　
し
両
憂
し

シ
重
は
転
こ
そ
な
て
出
ご
　
ま

　
　
て
運
ろ
　
　
　
　
　
て

　そしてイチゴが大好き。たまに嫌

いなミニトマトをイチゴだと勘違い

してロの中に入れると、びっくりし

て出しちゃいます。

　ご両親はそんな晃助くんに「丈夫

で、優しい子になってね。」と話して

介
護
書
載
墜
の
響
案
内

　
な
か
さ
と
福
祉
会
で
は
介
護
予
防

・
生
活
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

家
族
介
護
教
室
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
講
師
を
お
招
き
し
、
次
の
よ

う
な
日
程
で
開
催
致
し
ま
す
。
お
誘

い
ム
ロ
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
講
　
演

「
糖
尿
病
～
予
防
と
対
策
」

　
　
　
上
村
病
院
　
杉
本
東
一
先
生

◆
開
催
日

　
3
月
30
日
ω

　
　
　
　
　
午
後
2
時
～
3
時
30
（
刀

◆
場
　
所

　
中
里
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費

　
無
　
料

◆
お
問
合
せ
先

　
中
里
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
B
6
3
1
4
5
2
3

〆』慶夢・夢’霧夢・夢夕夢夕講講1夢嘉講夢ダ夢夕夢夢1夕夢謡講夢夢ダ夢拶

鍵　危険物漏洩は、火災等災害発生危険の増大はもちろん、河川や水田等縄

1への流入によ礎水の汚菟農作物への影響等深刻畢を与えます・1

縛　常日頃から危険物取扱者が中心となって、点検の励行により貯蔵所、　鍵

鍵取扱所内の状況を把握し、施設の安全確保を図りましょう．　　鍵
麟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟
鍵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一十日町地域消防本部一鍵
麟講、夢ダ夢，夢・ダダ夢．夢講し夢夢夕、蕊夢・タダ・夕夢慶夢夢夢．ダ、窟謬諾瀦〆

不
起
訴
処
分
の
審
査
申
立
て
先
は

検
察
審
査
会
で
す

　
交
通
事
故
、
傷
害
、
詐
欺
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
犯
人
の
処

罰
を
警
察
官
や
検
察
官
に
求
め
た
け

れ
ど
、
検
察
官
は
不
起
訴
処
分
に
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に

は
検
察
審
査
会
に
審
議
申
立
て
が
で

き
ま
す
．

　
検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
の
あ

る
人
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
n

人
の
検
察
審
査
員
が
、
不
起
訴
処
分

に
誤
り
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
な
ど

を
審
査
し
ま
す
。
審
査
の
結
果
に
よ

っ
て
は
、
不
起
訴
処
分
の
見
直
し
を

求
め
ま
す
。

　
不
起
訴
処
分
に
納
得
で
き
な
い
場

合
は
、
検
察
審
査
会
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

　
E
O
2
5
8
－
3
5
1
2
1
4
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　劾
　　　　　　　　　　　　　　　　　塗　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　繕　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　琶　　　　　　　　屡　　　　　　グ　　　　夢　　轡ヲ国 国L レ4

憐1

幽尉三
冒竃1．1

　国営越後丘陵公園は4月13日（士）に春季開園いたします。

　また春季開園に合わせ、5月12日（日）までの／ヶ月間、『スプリングフェア‘02』を開催いたします。待ちに待っ

た香の到来。香満載のさわやかな風を皆様にお届けします。

※※春季開園（グリーンシ・一ズンの営業）※※

◆営業期間　4月13日（士）～11月30日（士）午前9時30分～午後5時（4～6月）

◆入園料　　大人400円　小人80円　駐車場二普通車3／0円

※※『スプリングフェア‘02』開催※※

◆開催期間　4月13日（士）～5月12日（日）

◆期間中の花・イベントスポット
．チューリップの丘～55万本のチューリップが彩ります。　　　　　騨

・香の自然探勝路一約3kmのパイキングコース1こ1よカタクリ、雪鍵

　割草、トキワイカリソウなどの早香の花々が顔をのぞかせます。

・ふれあい動物園～かわいい小動物たちが大集合！

・ビッグストリートオルガン～色鮮やかなオルガンの音色を目で耳

　で楽しめます。
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た
ば
莚
膳
村
閤
で

　
　
　
　
　
罠
麟
縷
拶
叢
う

　
た
ば
こ
税
は
、
卸
売
業
者
が
小
売

業
者
に
製
造
た
ば
こ
を
売
渡
す
時
に

』
課
税
さ
れ
、
申
告
納
付
に
よ
っ
て
納

入
さ
れ
ま
す
。
当
村
で
は
平
成
枢
年

度
に
2
千
9
百
8
4
万
円
の
た
ば
こ
税

の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
ば
こ
は
「
百
害
あ
っ
て
一
利
無

し
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
喫
煙
者
に

と
っ
て
の
｝
服
は
安
ら
ぎ
感
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

　
村
内
の
小
売
店
で
買
う
こ
と
に
よ

り
、
税
収
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、

村
の
一
般
財
源
の
貴
重
な
財
源
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
喫
煙
者
の
一
人
｝
人
が
マ
ナ
ー
を

守
り
、
村
外
に
お
出
か
け
の
際
は
是

非
村
内
の
小
売
店
で
、
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
中
里
村
た
ば
こ
税
増
収
対
策
協
議

く
云

◆
．
．
邑
7
◆
。
．
善
．
◆
．
。
…
一
、
◆
．
．
…
．
◆
．
、
…
．
◆
．
．
邑
一
．
◆
．
・
…
．
◆
・
一
…
．
◆
・
垂
．
◆
・
一
号
◆
・
寺
◆
・
一
一
一
一
7
◆
・
毒
◆
・
寺
◆
・
轟
一
マ
◆
・
寺
◆
‘
号
◆
・
寺
◆
‘
寺
◆
≧
一
・
◆
●
等

パ
ス
ポ
奮
欝
の
窓
口
が

六
日
町
騰
新
設
懲
職
馨
す

　
4
月
／
日
働
か
ら
、
六
日
町
総
ム
ロ

庁
舎
に
新
設
さ
れ
る
県
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請

・
受
取
り
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◆
受
付
時
間

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
平
日
）

※
士
日
祝
日
及
び
年
末
年
始
（
／
2
月

29

日
～
／
月
3
日
）
は
休
み
で
す
。

◆
申
請
か
ら
受
取
り
ま
で
の
日
数

　
お
お
よ
そ
2
週
間

◆
問
合
せ
先

　
六
日
町
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
B
O
2
5
7
－
7
2
1
2
8
／
6

藪愈藪魯藪魯愈藪愈磯⑱會藪會愈愈會磯魯歯愈愈藪禽愈磯愈藪愈愈愈愈會愈愈⑱愈愈愈愚愈愈磯會愈禽愈塵愈愈愈藪愈愈愈愈會愈

母
蕃
保
健
推
進
員

禦
鎌
ン
テ
ィ
ア
）
募
集
慧
・

　
村
で
は
、
毎
月
子
ど
も
た
ち
（
0
5

3
歳
）
の
体
重
測
定
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
体
重
測
定
に
協
力
し

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

◆
期
　
間
　
平
成
餌
年
4
月
～

　
　
　
　
　
平
成
1
5
年
3
月

◆
募
集
人
員
　
約
／
0
名

◆
申
込
締
切
　
3
月
2
0
日
㈱

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
中
里
村
役
場
民
生
課
保
健
衛
生
係

　
盈
6
3
1
3
／
／
／

湿脚氏
　　　の●

　　　Yl

墾
9
耀

會愈愈愈愈磯會會禽愈愈愈歯會⑱愈愈磯愈愈愈愈愈魯會會愈愈愈⑱會藪愈愈愈愈愈愈會愈愈愈禽愈愈愈愈愈愈愈愈愈磯會磯藪愈愈

　　　　　　　　灘　　　　繰難

図
齢｛樋・恵獅荒屋

都｛南雲誠｝堀之内

靴｛鈴木克霞巳｝下山

團
無

屋
市
　
沢
山

　
町

　
日

荒
十
　
芋
上

｛樋口昌克
五十嵐あつ子

｛保坂浩二
南雲麻祐

　　響摺
山田政明（58）宮　中

村山サチ（77）上　山

井口照美（51）上　山

廣田寛吾（72）山崎
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

ほくほく線開業5周年記念事業

◆日　時　4月26目徐）～5月8日伽　午前10時～午後5時

　　※26日は午後1時開場、最終日は午後3時閉場、ご入場は閉場30分前

　　　まで

◆会場まつだいふるさと会館

　　※まつだいふるさと会館は、ほくほく線まつだい駅と国道253号の道

　　　の駅を兼ねたふれあいステーションです．

◆入場料　当日300円（前売り200円）※中学生以下無料

◆展示内容（予定）　書38点詩5点

◆前売券取扱い場所

　・中里村企画観光課・中里村公民館・ミオンなかさと

　・ゆくら妻有・ラピーヌ雪街道・都屋書店

◆お問合せ先　ほくほく線沿線地域振興連絡協議会事務局

　　　　　　　　　　　盈0257－57－3111（内線269）
ホームページアドレスhttp：〃㎜．hokuhoku－net．com／

登月の納税と振替圖

ロ國保税鱗月難臼）
■奔護保険料　欝周難田）

田保蕎料欝月講田）
田国　　餐羅　欝琴　金　　　蔓纏瀾25圓）

口と盤　　蒸　　水　　道　　　（3i網2溺臼）

　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　簸　　　　　　鑛　　　　　難　　　鑛簸講

一6件

一1人

一7人

42日

●交通事故件数

●死　　　　者

●傷　　　　者

●死亡事故ゼロ

平成14年3月10日広報：なかさと11



地域づくり・農業後継者養成などでユニークな活動に取り組

む「川西町」と「津南町」に注目して、これからの地域づくり

の課題を考えます。

今、地域活動に参加している方、これから参加したいと考え

ている方、どなたでも参加できます。みなさんで『地域づくり

の一歩』を踏み出してみませんか？

◆主　催　にいがたまちづくり学会

◆日　時　3月17日（日）午後1時30分～4時（予定）

◆会　場　十日町地域地場産業振興センター（クロス10）

◆報告
①「ひとがつながる、地域が輝く一川西町の地域活動と住民意

識の変化一」　渡辺正範氏（川西町役場総務課）

②「津南町の新規農業参入者の育成事業」

　　　　　涌井九八郎氏（津南町農政課）
《助言者》伊藤忠雄氏　　（新潟大学農学部）

◆参加費無料
◆セミナー内容問合せ先

・十日町市企画人事課　須藤宣男　B57－3111
・にいがたまちづくり学会事務局　田中裕美子

　　　　　　　盈025－284－3434

現在、固定資産税を課税する基になる固定資産課税台帳の縦

覧期問中です。昨年中に家屋の新増築及び滅失等により面積に

変更があるばあいは、この期間に確認してください。

◆縦覧期間　3月22日囲まで

　　　午前8時30分～午後5時　※土・日・祝日を除く

◆縦覧場所・問合せ先　中里村役場税務課　盈63－3111

、3／17 富田医院騨箭謂

認　3／21 小林内科医院騨箭需
▼
層
　 3／24
陵

池田医院騨箭割

3／31 ㊥山口医院騨箭謬

　
3
月
に
入
り
、
だ
い
ぶ
雪
も
溶
け

温
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
3
月
は
卒
業
式
の
時
期
。
い
ま
ま

で
当
た
り
前
の
よ
う
に
通
っ
て
い
た

学
校
を
卒
業
し
、
進
学
や
就
職
な
ど
、

新
し
い
世
界
へ
と
巣
立
つ
時
期
で
す
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
は
、
今
ま
で
の

思
い
出
と
友
人
達
と
の
わ
か
れ
を
惜

し
み
、
悲
し
く
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
新
し
い
世
界
へ
の
不
安

と
期
待
と
で
緊
張
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
雪
が
溶
け
て
、
長
い
冬
の
終
わ
り

を
告
げ
る
久
し
ぶ
り
の
土
の
香
り
は
、

私
に
あ
の
緊
張
感
を
、
思
い
出
さ
せ

ま
す
。

　3月15日～4月5日
　　　　　きカレンター

15囲
心配ごと相談（村山篤稔）

合ディサービスセンター　013二30～／6：00

16㈹

17（日） ドーム中里き☆ら・ら定期投影

合ユーモール　（∋11：00～1／二40

18（月）

19㈹
遊びの教室
合総合センター　（∋9：30～10二〇〇受付

20㈱

成分献血　合総合センター

09二30～10二30、13：00～15：00受付

補聴器相談（リオン）

合役士易　013二45～14：00

21㈲

22働

心配ごと相談（廣田和子）

合ディサービスセンター　（∋13二30～16：00

行政相談

合老人福祉センター　013二30～16二〇〇

23㈹

24（日） ドーム中里き☆ら・ら定期投影

合ユーモール　011二〇〇～1／二40

25（月） 補聴器相談（キコエ）

合役士易　（工）15：30～16：00

26㈹

27㈱

28休）

29働
心配ごと相談（樋ロ虎治郎）

合ディサービスセンター　013二30～16：00

30仕）

31（日）

1（月）

2㈹

3㈱
補聴器相談（リオン）

合役士易　（⊃13：45～14二〇〇

4（木）

5働
心配ごと相談（南雲勝男）

合ディサービスセンター　013：30～16：00

　　鐵鑛i灘難藩簸覇il醸鞍饗講霧騰灘i麗鰻灘欝灘1議難

　　　　　　　　欝鑛難襲鐵嚢簗
総　　畿

　　　2月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，222人（±O）

　　　女3，246人（一2）
　　　計　6，468人（一2）
●世帯数　　　　1，710　（±O）
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